り^;,, 加減な 意味で 用いて 居る の だから、 此字 に対して 

明かな 責任 は 持たない 積リ である。 只 ある 人々 の 唱え 

る 意味に 於て 触れない 小説と 云ったら 一 番 はや 分りが 

する だろうと 思って、 曖昧ながら わざわざ 此 字面 を 拝 

借した ので ある。 と 云う もの は、 まず 字の 定義 は 御 互 

の 間に 黙契が あると して、 ある 人々 は 触れなければ 小 

説に ならない と 考えて 居る。 だから 余 はとく に 触れな 

い 小説と 云う 一 種の 範囲 を斿ら えて、 触れない 小説 も 

また 

亦、 触れた 小説と 同じく 存在の 権利が あるの みならず、 

同等の 成功 を 収め 得る もの だと 主張す るので ある。 

触れない 小説の 意味 をもう 少し 説明 しないと 余の 所 



存が 貫徹し まいと 思う。 余 は 自己の 考を 述べて、 こん 

な 風 にも 小説 は 解釈が 出来る もの だと 読者から 認めて 

貰えば 好い。 暄嘩を 売る 料簡で もな し、 売られた 

暄嘩を 買う 気 もな い。 従が つ て 思う 通り を 思う 通りに 

述べ て 誤解の ないように 力めて 置かなければ ならない。 

個人の 身の上で も、 一 国の 歴史で も 相互の 関係 (利 

害 問題に せよ、 徳義 問題に せよ、 其 他 種々 な 問題) か 

ら 死活の 大事 件が 起る ことがある。 すると 渾身 全国 

ことごと し ま 

悉 く 其 事件に なリ 切って 仕舞う。 普通の 人間の 様に 

こうしそう にょう 

行屎走 尿の 用 は 足して 居る が、 用 を 足して 居る か、 居 

の ぼ せんだ つ 

ら ぬか 気が付かぬ 位に 逆上せて 仕舞う。 先達て 友人が 



行 屎走尿 すら 便じなくなる。 余裕の ない 極端になる。 

大いに 触れて くる。 同時に 眼前 焦眉の 事件 以外 何にも 

眼に衝 入らなくなる。 世界が 一 本筋になる。 平面に な 

る。 寝返り も 出来ない 様に 窮屈になる。 なっても 構わ 

ない がそれ 許りが 小説に なると 云う 議論が どうして 出 

来る。 世の中 は 広い。 広い 世の中に 住み 方 も 色々 ある。 

寸 い-尺ん リんき 

其 住み 方の 色々 を随縁 臨機に 楽しむ の も 余裕で ある。 

観察す るの も 余裕で ある。 味わう の も 余裕で ある。 此 

等の 余裕 を 待って 始めて 生ずる 事件な り 事件に 対する 

情緒な り は 矢 張 依然として 人生で ある。 活潑々 地の 人 

生で ある。 描く 価値 も あるし、 読む 価値 も ある。 触れ 



至って は、 緊張の 趣 は 解して 居る が 雍容の 味 は 解し 得 

ない 人 だと 云われても 仕方がない。 のびない 護謨 も ゆ 

とりが あつ て 面白い と 云う 人 を 屈服させる 訳に は 行か 

ない。 

そそ じょうだん 

茶 を 品し 花に 灌 ぐの も 余裕で ある。 冗談 を 云う の 

も 余裕で ある。 絵画 彫刻に 間 を 遣る の も 余裕で ある。 

釣 も 謡，" も 芝居 も 避暑 も 湯治 も 余裕で ある。 日露戦争 

の 永続せ ざる 限り、 世間が ボルクマンの 様な 人間で 充 

満 しない 限り は 余裕 だらけで ある。 而 して 吾人 も已を 

得ざる 場合の 外は此 余裕 を 喜ぶ ものである。 従つ て此 

等の 余裕より 生ずる 材料 は 皆 小説と な つ て 適当で ある。 



(喜ぶ から 小説に なると 云う と 小説 は 娯楽の 為め と 云 

う 意味になる。 此を 詳しく 説明しょう とすると 小説の 

目的と 云う 議論になる。 機会 を 見て 余は此 点に 関する 

いとま 

自己の 意見 を 述べたい と 思う が、 今 は 詳説す る 遑が 

ないから 別に 云わぬ。 只 小説 は 娯楽 を 目的に して はな 

また 

ら ぬと 云う 議論 は 成立せ ぬ。 従って 娯楽 も 亦 小説の 一 

目的と して 存在し 得る もの だと, リ 一 言して 置く。) 

以上 は 余裕 ある 小説の 説明で ある。 既に 余裕 ある 小 

説 を 説明した 以上 は 余裕な き 小説 も 大概 其 意味が 分つ 

た 害で あるが。 一 言に して 云う と セッパ 詰った 小説 を 

云う ので ある。 息の 塞る 様な 小説 を 云う ので ある。 



お てぎわ お ぼっか ただ だけ 

んな 御手 際 は 覚束ない。 只此点 丈で も 敬服の 至りで あ 

る。 然し 斯様に 百 尺 竿頭に 一 歩 を 進めた 解決 を させ 

たり、 月並 を 離れた 活動 を 演出 させたり、 篇 中の 性格 

ひそ 

を 裏返しに して 人間の 腹の 底に はこん な 妙な ものが 潜 

んで 居る と 云う 事 を 読者に 示そうと する に は 勢い 篇中 

ど はず きょうが い 

の 人物 を 度外れな 境界に 置かねば ならない。 余裕 を 

なくなさ なくって はならない。 セッパ 詰らせな くって 

はいけ ない。 そこで 大抵 は 死活問題が 出て くる。 一世 

の 浮沈 問題が 持ち上が つ て 来る。 (必ずと は 云えない。 

人間 は 一 寸風を 引いた のが 動機に なって 内的生活に 一 

革命 を 起さぬ と は 限らぬ。 然し 大体の 頃 向 はと 云う と 



以上の 如くで ある。) 

斯様に 小説 を 二 つに 分けて 見た所で 虚 子の 小説 は 

ど つちに 属する かと 云う と 先ず 前者 即ち 余裕の ある 方 

面に 属する と 思う。 其 余裕の ある 所が、 ある 一 派の 人 

から 見て 気に入らぬ 所で あろうと 思われる。 だから ど 

んな 所に 余裕が あると 云う 事 を 説明した らば、 是 等の 

人々 の 誤解 を 防いで、 幾分 か虚 子の 長所 を 発揮す る 方 

これ 

便になる だろうと 思う。 之 を 説明す るに は 例 を 引く の 

が 早 分りで ある。 

文章に 低，， 徊 趣味と 云う 一 種の 趣味が ある。 是は 便宜 

の 為め 余の 製造した 言語で あるから 他人に は 解り 様が 



ま 

なかろう が 先ず 一 と 口に 云う と 一 事に 即し 一 物に 倒し 

て、 独特 もしくは 連想の 興味 を 起して、 左から 眺めた 

り 右から 眺めたり して 容易に 去り 難いと 云う 風な 趣味 

を 指す ので ある。 だから 低徊趣味と 云わないでも 依々 

趣味、 恋々 趣味と 云っても よい。 所が 此 趣味 は 名前の 

あらわす 如く 出来る 丈長く 一 つ 所に 佇立す る 趣味で あ 

るから 一 方から 云えば 容易に 進行せ ぬ 趣味で ある。 換 

言 すれば 余裕が ある 人で なければ 出来ない 趣味で ある _ 

間 人が 買物に 出る と 途中で 引か かる。 交番の 前で 鼠 

を ぶら下げて 居る 小僧 を 見たり、 天狗 連の 御 浚え を 聴 

いたりして 肝腎の 買物 は 中々 弁じない。 所が 忙 がしい 



かいものに そんな 趣味の あらわれる 訳がない と。 所が 

事実 は 反対で ある。 長い ものに なると、 そう 単調に 進 

行す る 事が 出来ん から、 自然 だれの 作物で も 余事が 混 

ぺ —ジ でき やす 

入して くるし、 又 頁 の 数から 云っても 余裕 は 出来 易い。 

だから 長篇 ものに 所々 此 趣味が 散 点して 居ても、 取り 

立てて これが 作者の 趣味 だと 言い切る 訳に は 行かない。 

所が 短篇 ものに なると 頁数に 限りが ある。 其 限りが あ 

るう ちで 人の 眼に つく 様に 此 趣味 を 出す と 云えば 作者 

の 嗜好 は 判然として 争うべき 余地 はない。 

L ぅリ ゆう： tJ ん ぼう こぼうず 

虚 子の 風流 懺法 には子 坊主が 出て くる。 所が 此小 

ぎおん 

坊主が どうした とか、 こうした とか 云う よりも 祇園の 



の 運命ば かリ 気にして 居て は 極めて 詰らない。 楽屋 も 

其 通り。 なかに 出て くる 吉 野さん よりも 能の 楽屋の 景 

て：：：' はきょう げん 

色 や 照葉狂言 の 楽屋の 景色 其 物 に 興味が ない と 極めて 

物 足らない 小説になる かも 知れぬ。 勝敗 は 多少 意味が 

違う が 兎に角 腕白な 子供と 歉 さんの 対話 其 物に 

ていかい はくしょう 

低徊 拍掌 の感を 起さなくて は 意味 さえ 分らなくなる。 

それ 

子供と 爺さんが 夫から 先 どうな つたに も、 こうな つた 

まる しつ ぼ 

にも 丸で 頭 も 尻尾 も あり やしない。 八文字に 至って は 

其 極端で ある。 

こう 云う 立場から して 読んで 見る と虚 子の 小説 は 面 

白い 所が ある。 我々 が 気の 付かない 所 や 言 い 得ない 様 



な 所に 低徊趣味 を 発揮して 居る。 此 集に は 見えない が 

ずい どう など いま 

京の 隧道 を 舟で 抜ける 所 杯 は 未だに 余が 頭に 残って 居 

る。 其 代り 人間の 運命と 云う 事 を 主にして 見る と、 あ 

まり 成功して 居らん。 只 大内旅 宿 丈 はう まく 出来て 居 

る。 然し ここに は 低徊趣味が 全然 欠乏して いる。 (な 

ぜ大内 旅 宿が 成功して 居る か を 説明した いが、 長くな 

るから やめる。 大内旅 宿 杯 は 無 余裕 派の 人で 一 言も批 

評 をした 事がない 様で あるが、 あれ は 一 見 平凡な 運命 

を かいたよ うで、 そのうちに 大 いなる 曲折と 出来る 限 

りの 複雑の 度 を 含んで 居る。 それで あれ 程の 頁で 済ん 

で 居る から 低徊趣味 のな いのも 無理 はない。) 



出す の は 自分が 禅 を 心得て 居る から 云う ので はない。 

ちし キ J 

智識の かいた ものに 悟と はこん な ものであると あるか 

は た 

ら 果して そんな ものなら、 こう 云う 人生観が 出来る だ 

ろう。 こう 云う 人生観が 出来るならば 小説 もこん な 態 

度に かける だろうと 論ずる までで ある。 

禅 坊主の 書いた 法語と か 語録と か 云う もの を 見る と 

魚が 木に 登ったり 牛が 水底 を あるいたり 怪しからん 事 

許リ であるう ちに、 一 貫して 斯う 云う 事が ある。 着衣 

せん つ 

喫飯の 主人公た る 我 は 何物 ぞと 考え 考えて 煎じ詰めて 

しまい しょうへき 

くると、 仕舞に は、 自分と 世界との 障壁 がな くな つ て 

きょれい こうけ つ 

天地が 一 枚で 出来た 様な 虚霊皎 潔な 心 持になる。 それ 
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